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第３学年 算数科学習指導案 

 

日 時 平成２８年 １０月１８日（火）公開授業Ⅰ 

児 童 男子 ７名 女子 ５名 計１２名 

指導者 野辺地 勇 樹 

 

１ 単元名 「はしたの大きさの表し方を考えよう」 

 

２ 単元の目標 

 ◇小数の意味や表し方について理解し，小数の加減計算ができるようにする。 

 

３ 評価規準 

〈関心・意欲・態度〉 ・小数を用いると整数で表せない端数部分の大きさを表せるよさに気づ

き，小数を生活や学習に用いようとする。 

〈数学的な考え方〉  ・小数は整数の十進位取り記数法を拡張していることをとらえ，小数の

仕組みや構成，加減計算の仕方を考え，表現することができる。 

〈技能〉       ・端数部分の大きさを小数を使って表したり，1/10の位までの小数の加

減計算をしたりすることができる。 

〈知識・理解〉    ・小数が用いられる場合や小数の仕組みについて知り，小数の意味や， 

1/10の位までの小数の加減計算の意味や計算の仕方について理解する。 

 

４ 単元について 

（１）児童の実態 

  算数の授業に関しては，既習事項を使って解けないかと考える児童が多く見られるようにな

ってきた。自力解決の場面では，言葉や図，式などで自分の考えを表し解決しようと意欲的に

取り組むようになってきている。進んでみんなの前で説明しようとする児童は少ないが，自分

の考えを根拠を明らかにしながら友達に説明しようとする意識は高まってきている。交流の場

面を通して，友達の考えを参考にしながら自分の考えを確かなものにしていこうとする児童が

増えてきている。 

 

（２）教材について 

  本単元で扱う小数は，学習指導要領には以下のように位置づけられている。 

 

 

 

 

 

 

 

  第２学年では，長さや体積の測定に関連して，「7cm3mm」，「2Lと 6dL」等の復名数の表し方や

簡単な分数の表し方を学習してきている。本単元では，端数部分の大きさを表すのに小数を用

いることを扱い，それらを「7.3cm」や「2.6L」等の単名数で表すことを学習する。小数は，整

数の十進位取り記数法の考えを 1 より小さい数に拡張したものである。小数は，整数と同じ仕

組みであることに気づかせ，小数の意味や仕組みについて知り，小数第一位までの加減計算の

第３学年 Ａ数と計算 

（５）小数の意味や表し方について理解できるようにする。 

 ア 端数部分の大きさを表すのに小数を用いること。また，小数の表し方及び 1/10の位 

  について知ること。 

 イ 1/10 の位までの小数の加法及び減法の意味について理解し，計算の仕方を考え，そ

れらの計算ができること。 
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仕方を理解し，計算できるようにすることをねらいとしている。端数の大きさを表すのに整数

だけでは不十分であり，小数を用いることで数値化できるよさを味わわせたい。 

  本単元の目標は，「小数の意味や表し方について理解し，小数の加減計算ができるようにす

る。」である。小数の意味や仕組み，加減計算の意味や仕方を考える際には，具体物，数直線な

どの図，言葉，式を用いて考えたり，説明させたりしながら理解を図る。 

 

（３）指導にあたって 

  本単元では，「0.1 をもとにして考えること」，「数直線を活用すること」などを大切にしなが

ら交流を行っていく。その際，根拠を入れて説明させたり，言葉や図，式などを使いながらノ

ートにまとめたり，自分の考えをもてるようにしていく。ペアやグループで相談したり，考え

を説明したり，友達の考えを自分の考えと比べて聞いたりしながら自分の考えを深めていける

ようにしていきたい。 

 

５ 教材の関連図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 単元の指導計画 

単元名 「はしたの大きさの表し方を考えよう」 

1 

は

し

た

の

大

き

さ

の

表

し

方 

時 児童の学習活動 教師の支援（・） 評価（◇） 

1 [プロローグ] 

・P2 の写真を提示し，身の回りにある小数表示のものを話題として取り上げ，自由な話し

合いなどをしながら，小数についての興味・関心を高めるようにする。 

2 ・水を 1L のますではかったときの 1L に満たな  

いはしたのかさの表し方を考える。 

・1L を 10 等分した 1 こ分のかさを「0.1L」とい

うことを知る。 

・はしたのかさはその 3 こ分で 0.3L で，合わせ

て 1.3L になることを知る。 

 

 

◇身の回りにある小数に関心をもち，

小数が用いられる場合について考え

ようとしている。関 

◇物差しの目盛りなどの既習と関連づ

けて，1 を 10 等分して 1L に満たな

い端数部分の体積の表し方を考え，

説明している。考 
○目盛りの付け方の根拠を交流する。 
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・前時の学習を振り返りながら小数を使っては 

したの大きさを表す。 

・用語「小数」「小数点」「整数」を知る。 

 

 

 

◇体積について端数部分の大きさを小

数を用いて表すことができる。技 

◇用語「小数」「小数点」「整数」を知

る。 

3 ・8ｃｍ7ｍｍのテープの長さをｃｍ単位で表すこ

とを考える。 

・長さや重さの量について，小数を使った単名数 

 での表し方を考える。 

 

 

 

◇長さについて小数で表すことができ

る。技 

◇小数を用いると，2 つの単位で表し

ていた大きさを 1 つの単位で表せる

ことを理解している。知 

4 ・数直線に表された小数を読んだり，数直線に小

数を表したりする。 

・小数の相対的な大きさについて考える。 

 

 

 

◇整数の数直線と関連付けて，数直線

上の小数の読み方を考え，説明して

いる。考 

2

小

数

の

し

く

み 

5 ・147.2 の構成について考える。 

・用語「小数第一位」を知る。 

・位取り板と数カードを使って，147.2 の構成を

とらえる。 

 

 

 

◇小数の各位の数字は，それぞれ 100，

10，1，0.1 などの単位の個数を示し

ていることを理解している。知 

6 ・数直線を使って，小数の大小を考える。 

・小数の大小を比較する時には，整数の場合と同

じように，位の数字に着目すればよいことをま

とめる。 

 

 

◇数直線や構成を基に，小数の大小を

考え，表現している。考 

◇小数の大小関係を理解している。知 

3

小

数

の

た

し

算

と

ひ

き

算 

 

7 ・場面をとらえ，立式について考える。 

・0.5＋0.3 や 0.4＋0.7 の計算の仕方を，0.1 を

単位として考える。 

 

 

 

◇小数の加減計算の仕方を，小数を0.1

の何こ分とみることで既習の整数の

計算に帰着して考え，説明したりま

とめたりしている。考 

◇小数第一位どうしの加法とその逆の

減法の計算ができる。技 

8 ・場面をとらえ，立式について考える。 

・前時の学習を使って，0.8－0.3 や 1.4－0.6 の

計算の仕方を考える。 

 

 

 

○長さやかさも小数を用いて表すとどうな

るか根拠を交流する。 

○小数も整数と同じように数直線に表すと

どうなるか根拠を交流する。 

○小数の仕組みと整数の仕組みの同じとこ

ろはどこか事実を交流する。 

○大小関係は正しいのか根拠を交流する。 

○答えをどのようにして求めたのかについ

て方法を交流する。 

○答えをどのようにして求めたのかについ

て方法を交流する。 

○はしたの大きさの表し方の根拠を交流す

る。 
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9 ・2.5＋1.8 の筆算の仕方を考える。 

・小数第一位までの小数の加法の筆算の仕方をま

とめる。 

・4.3－1.8 の筆算の仕方を考える。 

・1.2＋2.8，4.2－3.5，5－1.4 の筆算の仕方を考

える。 

 

 

 

◇小数の仕組みや整数の筆算を基に，

小数の加減法の筆算の仕方を考え，

説明したりまとめたりしている。考 

◇小数第一位までの小数の加減法の筆

算ができる。技 

4

小

数

の

い

ろ

い

ろ

な

表

し

方 

10 

 

 

本 

 

時 

・2.8 を数直線に表し，いろいろな見方や表し方

を考える。 

・他者の考えを読み取り，図や式数直線で表す。 

・2.8 は数の構成や，相対的な大きさを基にする

といろいろな表し方ができることをまとめる。 

 

◇小数の仕組みを基に，数直線や式を

用いて，2.8 の多様な見方について

考え，表現している。考 

5

ま

と

め 

11 ・「力をつけるもんだい」に取り組む。 ◇学習内容を適用して，問題を解決す

ることができる。技 

12 ・「しあげ」に取り組む。 ◇基本的な学習内容を身につけてい

る。知 

 

７ 本時の指導（10／12） 

（１）目標 

  小数の仕組みをもとに，数直線や式を使って，小数の多様な見方ついて考え，表現すること

ができる。 

 

（２）本時の交流について 

  既習である整数の多様な見方を確認し，小数のいろいろな数の表し方について 0.1 に着目さ

せながら交流させたい。その際、数直線を根拠に説明していくことで、自分の考えを確かなも

のにさせていきたい。 

  

（３）展開 

段

階 
学習内容・活動 教師の支援と指導上の留意点（◇評価） 

 

つ

か

む 

 

１ 問題を把握する。  

 

 

 

○2.8 を数直線上に表す。 

 

・2.8 をいろいろな見方をすることを確認

する。 

・既習事項である整数を使って数を多様に

見た学習を想起させる。 

○整数と同じようにいろいろな表し方がで

きるかについて事実を交流する。 

 2.8はどのような数か数直線や式を使って説

明してみましょう。 

○筆算の仕方をどうしたらいいのかについ

て方法を交流する。 
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5 

分 

 

 

 

 

 

２ 課題を把握する。 

  

 

 

 

予

想

す

る 

3 

分 

３ 予想する。 

○小数を整数のときと同じようにいろいろな表

し方ができるか予想する。 

 ・たし算（あわせた数） 

 ・ひき算（小さい数） 

 ・集めた数 

 

・整数と同じように言葉や式でいろいろな

表し方ができるか予想をたてる。 

     

深

め

る 

24 

分 

４ 自力解決する。 

○2.8 のいろいろな表し方を考える。 

 ・2.8 は 2 と 0.8 をあわせた数です。（2＋0.8） 

 ・2.8 は 3 より 0.2 小さい数です。（3－0.2） 

 ・2.8 は，0.1 を 28 こ集めた数です。 

 

５ 交流する。【事実の交流】 

○それぞれの表し方を理由をつけながら説明す

る。 

 ・数直線を使いながら説明する 

○3.6 はどんな数か同じように考える。 

・言葉や式で表したり，数直線を活用した

りして考えてよいことを伝える。 

・数直線を使って説明することを伝える。 

 

 

 

・数直線を活用しながら説明できるように

させる。 

・言葉で表現されたことは式に，式で表現

されたことは言葉に表現させる。 

◇小数についても，いろいろな見方や表し

方ができることを理解している。 

【観察・発言・ノート】 

ま

と

め

る 

3 

分 

６ まとめる 

 

 

 

 

ひ

ろ

げ

る 

10

分 

７ 適用問題を解く。 

 

８ 振り返りをする。 

 

 

・本時の振り返りをさせる。 

 

（４）本時の評価 

  ◇小数の仕組みをもとに，数直線や式を使って，小数の多様な見方ついて考え，表現してい

る。考 

【観察・発言・ノート】 

 小数のいろいろな表し方を説明してみよう。 

 0.1をもとにしたり，整数といくつとみたり

すると，整数と同じようにいろいろな表し方

ができる。 


